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神奈川県立茅ケ崎支援学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。

議事録

【学校評価部会～令和7年度の学校評価年間報告～】
　　　　　・一人ひとりに合わせた授業づくり
　　　　　・さん付け呼称
　　　〈御意見等〉
　　　　〇小学部からさん付け呼称、関わり方などとても丁寧である。教員と保護者のコミュニケーション、挨拶の大切
　　　　　　さを実感している。
　　　　〇子ども同士の人権意識にどうアプローチしていくかも大切。
　
　　　　　・ICT機器の研修・活用
　　　　〈御意見等〉
　　　　〇ICT機器の活用は教員全員がノウハウを習得して活用することが大切

　　　　　・安心安全な環境づくり
　　　　　・医療的ケア通学支援
　　　　　・公共交通機関を利用した校外活動
　　　　〈御意見等〉
　　　　〇薬の管理などは安全面でも共有面でもシステムで管理できると良い。
　　　　〇自立と社会参加に向けた学習として移動手段は大切である。

【学校防災部会】
　　　　　・避難訓練、防災訓練等
　　　　〈御意見等〉
　　　　〇福祉避難所組み立て訓練では様々な避難用具があると思うので毎年使ってみてほしい。
　　　　〇引き渡し訓練は共有・啓発プリントなどで配付すると意識づけになる。

【切れ目ない支援部会】
　　　　　・地域と連携した教育活動
　　　　　・進路報告と人的交流報告
　　　〈御意見等〉
　　　　〇近隣での交流は障害に対する理解や意識に変化を感じる。
　　　　〇支援学級開設にあたっては様々な協力に感謝している。
　　　　〇人的交流は特別支援について一緒に考えることが有効だった。
　　　　〇周辺地域でも伝統的な取り組みをしている。ぜひ協力したい。
　　　　〇卒業後、数年後を見越して、進路情報について校内で情報共有いていく必要がある。

【全体を通して】
　　　　〇教員が変わっても学校としての取り組みを継続していけるようにしたい。


